
取材：大石敏和、太田セ津子、小阪幸子、澤橋ふじ子、田中陽子、  
　　  長澤美由紀、渡部みゆき（広報委員）

▲

高
温
で
溶
か
し
て
粘
土

　
の
よ
う
に
な
っ
た
材
料

明治なるほどファクトリー坂戸
（株式会社明治坂戸工場）

住八潮市大瀬184-1 アつくばエクスプ
レス八潮駅から徒歩15分 料無料 問工場
見学専用048-998-5502※受付は、個人
/2カ月前の1日から。団体/3カ月前の1
日から※見学日時は毎週土曜日10:00～、
13:30～、15:30～。20人以上の団体は
平日可（要相談） ※小学生以上が対象

ア東武東上線若葉駅東口から
徒歩約15分。バスは東武バス
川越行き乗車、富士見6丁目下
車すぐ 住坂戸市千代田5-3-1
休土・日曜日 料無料※要予約
問049-283-1398(9:00～16：
30。12:30～13：30除く）

★

八潮駅

54

大瀬

つく
ばエ
クス
プレ
ス

←至
北千住

八潮駅南口（東）

ヤオコー

株式会社
イワコー

八潮駅南口

マックスモードTX-3
どらっぐぱぱす

モンテール八潮工場

明治なるほど
ファクトリー坂戸

坂戸工場
39

千代田公園

★

富士見中央
近隣公園 富士見

緑地

明治研究本部

富士見6丁目
バス停

オムロン
プレシジョン
テクノロジー

至
川
越

至
坂
戸

東
武
東
上
線

若
葉
駅

取材：老田靖雄、倉橋春江、斉藤トシエ、野口陽子（広報委員）

おもしろ消しゴム工場
（株式会社イワコー）

武甲酒造株式会社 株式会社クサカベ（絵具工場） ヤマキ醸造株式会社 ロッテ 浦和工場

株式会社イワコー

株式会社明治坂戸工場

これが
消しゴムのもと

内見学内容 住住所 アアクセス
料料金 問お問い合わせ休館日休

だいすき！
埼玉
広報委員
レポート

ハート型のオブジェの前で、
はい、ポーズ！

各パーツは取りはずせるので、何回でも組み
立てを楽しめます！子どもにもオススメ！

パー
ツを組み立てました

埼玉県で体験できるスポット紹介

ゴムができる
機械をのぞいてみます

内明治35年創業、ヤマキ醸造では昔ながらの製法で醸造す
る醤油もろみ蔵が見学できます。醤油搾り体験（有料）や、
できたての豆腐が味わえる豆腐作り体験（有料）、工場直売店
での買い物・お食事など一日楽しめます。 

住児玉郡神川町大字下阿久
原 955 ア関越自動車道本
庄・児玉 I.Cまたは藤岡 I.C
から約25分。JR高崎線本
庄駅南口から朝日バスで神
川町神泉総合支所下車、徒
歩2分 休年末年始 料無料
問 0274-52-7000
※見学は10人から受付

内ロッテ浦和工場は、1964年に誕生し、板チョコを中心に「パ
イの実」や「コアラのマーチ」などのチョコレート菓子やア
イスクリームを製造しています。いずれも日本有数の生産規
模を誇る菓子工場です。 

住さいたま市南区沼影3-1-
1 ア JR埼京線・武蔵野線武
蔵浦和駅から徒歩５分 休
日・会社休日・年末年始 料
無料  問 048-837-0337
※要ＨＰ参照
https://www.lotte.co.jp/
entertainment/kengaku/
urawa.html

ガラス越しにチョコレート
の製造工程をのぞいてみる

内創業約 90年の専門家用絵具メーカー。工場見学では、絵
具が作られるところを間近で見ることができます。絵具につ
いての講習も受けられます。絵具作り体験では、油絵具か水
彩絵具のどちらかを選べます(材料費別途 1人 1,000 円 )。

住朝霞市膝折町3-3-8
ア東武東上線朝霞台駅、JR
武蔵野線北朝霞駅から西武
バスひばりヶ丘駅北口行で
膝折横町下車すぐ
休土、日、祝日 料無料
問予約電話048-465-6661
※見学は10人から受付

内宝暦3年創業の武甲酒造の店舗は、国指定の登録有形文化
財となっています。 場、精米所や仕込蔵や瓶詰などを見学
したあとには、利き酒を楽しめます。中庭には平成の名水百
選の武甲山伏流水の水場があり、容器持参で持ち帰れます。

住秩父市宮側町 21-27 ア
秩父鉄道秩父駅から徒歩3
分。西武線西武秩父駅から
徒歩 15分 休元旦、12月
3日以外無休 料無料
問 0494-22-0046
※酒蔵見学は 10人から。
少人数の場合は、要相談

83歳の現在も、日々新作を考えてい
るという、創業者の岩沢さん

▲

八潮市にあるイワコーでは、企画、生産、出荷などのすべ
てを自社工場で行い、本物そっくりの立体・組み立て式の
「おもしろ消しゴム」をつくっています。約90分の工場見
学は、名物創業者の岩沢善

よし

和
かず

さんが案内してくれます。高
温で溶かした原料のプラスチックが機械から勢いよく出て
くる様は圧巻です。それをオリジナルの金

かな

型
がた

に流し込んで、
各パーツをつくり、組み立てると一つの消しゴムになりま
す。ここでつくられている消しゴムのほとんどが、3～4
㎝の小さなものですが、ミリ単位のパーツまで本物とそっ
くりなのに驚かされます。野菜、動物、文具、日用品など、
70種類ほどあるそうです。1日に25万個生産し、20カ
国以上に輸出しています。
｢世界中の子どもを消しゴムで笑顔にしたい｣ という、岩
沢さんのおもしろ消しゴムにかける情熱とアイデアが、か
わいらしくて夢のある消しゴムを生み出しています。

チョコレー
トのゲートを

通って見学スタート

カカオの実
(模型）

坂戸市にある「明治なるほどファクトリー坂戸」では、無
料でチョコレートについて学びながら見学することができ
るうえ、おいしいお土産付きです。工場に近づくにつれ、
チョコレートの甘い香りがしてきます。工場の入口では板
チョコのオブジェがお出迎えしてくれます。
約90分の工場見学は、（株）明治の歴史やお菓子について
のDVDからスタート。そのあとナビゲーターが、チョコ
レートができるまでを模型や実物、映像を使いながら説明
してくれました。原料のカカオやチョコレートの健康効果
などを知り、魅力を再発見しました。続いてミルクチョコ
レートのゲートを通って、工場見学路に入り、製造ライン
をガラス越しに見学。チョコレートがベルトコンベヤーで
運ばれる様子は見事です。チョコの香りに包まれながら、
幸せな気分になれました。

　約20cmほどもあり、
ラグビーボールのよう!!
▲

　ナビゲーターの解説に耳を傾けます▲

お待ちかねの試食！

●みんなの診察室　…………………………………………6面
  くも膜下出血

●おいしい！すこしおレシピ………………………………7面
  八幡巻き 市松づくり

●新年特集２…………………………………………………2面
  おかげさまで合併25周年

●新年のご挨拶　……………………………………………4面
  理事長新春メッセージ

医療生協さいたまの
キャラクター「ココロン」
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●1部30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）一人は万人のために　万人は一人のために　平和とよりよい生活のために

基本理念

私たちのこころ
人が人として大切にされる社会をめざし
保健・医療・介護の事業と運動をとおして
様々な人たちと手をつなぎあい
平和とくらしを守り
健康で笑顔あるまちをつくります

医療生協さいたま生活協同組合　広報委員会
〒333-0831　埼玉県川口市木曽呂1317
☎ 048-294-6111
http://www.mcp-saitama.or.jp/

スマホは
こちら
から
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26 年前、埼玉協同病院で生
まれました。父と兄二人は駐
車場の車のなかで私の誕生を
待っていたそうです。私の誕
生の瞬間、病院の駐車場で寝
ていた父も、今は「今日もふ

れあいセンター・新
しん

田
でん

に行ってきます！」と、元
気よく飛び回っています。私と父と医療生協の不
思議な結びつき、大きく育てたいですね。

草加支部（草加市）
佐
さ

藤
とう

史
し

織
おり

 26歳

25 年前はまだ学生でした。
「将来は人とかかわる仕事を」
と思い、病院で働きたいと考
えていました。入職してから
は多くの出会いがあり、組合
員さんや職場の先輩・仲間に

刺激を受けながら学んでこられたと思います。ま
た出産、育児後も働き続けられる環境があるので
頑張っています。これからも薬剤師集団の一員と
して多様化する業務に対応し、地域に貢献できる
よう努力していきます。

行田協立診療所 薬剤師
藤
ふじ

元
もと

奈
な

央
お

子
こ

 38歳

1992年４月に、６つの医療生協（秩父医療生協、熊谷医療生協、入間医療生協、所沢医療生協、埼玉中央医療生協、行田医療生協）が合併し、
医療生協さいたまが誕生。これまで、地域まるごと健康づくりや明るいまちづくりに積極的に取り組んできました。
合併25周年を新たなスタートととらえ、これからも力を合わせて頑張っていきます。
新年特集号では、組合員・職員それぞれに、医療生協さいたまの「過去・現在・未来」について聞きました。

臨床研修からずっと医療生協
さいたまで、今年９年目にな
ります。医療生協を選んだ理
由は、医科・歯科・介護・訪
問と多くのフィールドで学
び、活かせる環境があること

です。今は「口から食べ続ける」をモットーに
こう

合
ごう

崩
ほう

壊
かい

を食い止めるインプラント治療や摂
せっ

食
しょく

嚥
え ん

下
げ

リハビリテーション等を学び、多職種との連携
を深め、実践しています。今後は、「口

こう

腔
くう

医」と
して、全身の健康を守り地域医療の担い手として
頑張っていきたいと思います。

あさか虹の歯科 歯科医師
荒
あら

木
き

拓
たく

道
み

37歳

「25 年」とひと口にいって
もいろいろなことがありまし
た。一番の思い出は、皆さん
の協力で支部の分割ができた
ことです。多くの仲間に助け
られ、支えられ感謝していま

す。愚痴をこぼしたり、一緒に笑える仲間が身近
にいることは幸せだとつくづく思っています。こ
れから何年続けられるかわかりませんが、家の近
くに支部拠点ができたので、元気に頑張りたいで
す。

戸塚中央支部(川口市 )
山
やま

本
もと

たつよ 77歳

25という数字を聞いてまず
頭に浮かぶことは、日本国憲
法第25条の生存権です。医
療・福祉の現場で働くなかで、
健康で文化的な生活を営む権
利がしっかりと守られている

だろうかと疑問に思うことが多々あります。一人
ひとりが大切にされるあったかい社会となるよ
う、さまざまな仲間たちと協力しながら、医療生
協のリハビリ職員としてこれからも尽力していき
たいと思っています。

埼玉西協同病院 作業療法士
冨
とみ

田
た

哲
あきら

 30歳

25年間の組合員さんとの思
い出は、なんといっても地域
の訪問行動。ともに医療生協
の夢を語り、ときには患者さ
んからの苦情も一緒に聞き、
いただいた漬物や煮物は愛情

いっぱいでどれもおいしかった！　地域包括ケア
の時代に、地域で暮らし、地域をよく知る組合員
さんから積極的に学び、ともに楽しく活動をして
いきたいと思います。

浦和民主診療所 看護師 
川
かわ

畑
はた

芳
よし

子
こ

 60歳

1960 年、生後 10 カ月の私
は熊谷小児診療所で脊

せ き

髄
ず い

性
せ い

小
しょう

児
に

麻
ま

痺
ひ

と診断されました。母
は「先生に後遺症の治療や子
育ての不安を相談にのっても
らい、スタッフの皆さんにい

つも励まされた」と話していました。その経験か
ら母は「患者と家族に寄り添い、支える医療が必
要」と、医療生協の活動に参加していきました。
定年退職後も仲間づくりや会議に飛び回る毎日で
した。そんな母の願いが、多くの仲間たちの力で
医療生協さいたまとして大きく育ったことをうれ
しく思います。

富士見支部(熊谷市 )
千
ち

田
だ

せつ子
こ

 58歳

医療生協との出会いは、21
年前に参加した保健教室から
でした。そこから配布者とな
り、社保委員長を経て支部長
を経験しました。当時、社保
委員長会議で介護保険につい

ての学習会を開催して市と懇談したり、診療所で
自治体健診が受けられるように、医師会にみんな
で5～ 6年交渉し、実現したことをよく覚えて
います。今ではおおみや診療所は、待ち時間が長
いといわれるほど患者が増え、とてもうれしいで
す。医療生協の理念を理解し活動に参加する若い
人が増えてほしいですね。

大宮中央支部（さいたま市）
岡
おか

田
だ

美
み

智
ち

子
こ

 81歳
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組
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数
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5
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6
人

出
資
金
25
億
4
，
4
0
0
万
円

県
内
6
つ
の
医
療
生
協
が
合
併
し
、
医
療
生
協
さ
い
た
ま

発
足
、
機
関
紙
創
刊
号
発
行
（
現
『
け
ん
こ
う
と
平
和
』）

第
１
回
通
常
総
代
会
（
毎
年
実
施
）

さ
い
わ
い
診
療
所
新
築
移
転
開
設

配
置
薬
事
業
開
始

阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
の
支
援
活
動

お
お
み
や
診
療
所
開
設

埼
玉
協
同
病
院
C
館
完
成
（
3
4
5
床
）

か
す
か
べ
生
協
診
療
所
開
設
、
秩
父
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

上
福
岡
協
同
診
療
所
移
転
新
築
開
設

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
じ
み
野
開
設
、
老
人
保
健
施
設

み
ぬ
ま
開
設
、
生
協
ち
ち
ぶ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

あ
さ
か
虹
の
歯
科
開
設
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
き
ょ
う
ど
う
開

設
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
さ
き
た
ま
開
設
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
う
ら
し
ん
開
設
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
し
の
木
開
設

秩
父
生
協
病
院
移
転
新
築
開
設
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
が
や

き
開
設
、
熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
、
生
協
ち
ち
ぶ

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ

じ
み
野
開
設
、
所
沢
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

熊
谷
生
協
病
院
移
転
新
築
開
設

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
こ
や
か
開
設
、ケ
ア
セ
ン
タ
ー

わ
か
く
さ
開
設

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
も
が
わ
開
設
、ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
開
設

埼
玉
西
協
同
病
院
移
転
新
築
開
設

老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
め
開
設

生
協
妻
沼
介
護
セ
ン
タ
ー
開
設

行
田
協
立
診
療
所
に
歯
科
開
設

生
協
介
護
セ
ン
タ
ー
こ
だ
ま
開
設

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
ん
の
う
開
設
、
医
療
生
協
さ
い
た
ま
合

併
10
周
年
記
念
式
典

埼
玉
協
同
病
院
D
館
完
成
（
8
月
に
４
０
１
床
）

生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
た
か
し
な
開
設
、
生
協
な
が
と
ろ
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
あ
ゆ
み
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［川口市木曽呂］　 埼玉協同病院 ☎048-296-4771
［川口市木曽呂］　 ケアセンターきょうどう ☎048-296-4973
［川口市仲町］　 川口診療所 ☎048-252-5512

［川口市中青木］　 さいわい診療所 ☎048-251-6002
［川口市中青木］　 ケアセンターかがやき ☎048-252-1321
［川口市木曽呂］　 老人保健施設みぬま ☎048-294-9222

医療・福祉・
介護の
ご相談は



医療・福祉・
介護の
ご相談は

［川口市南町］　 ケアセンターすこやか ☎048-299-8000
［草加市草加］　 ケアステーションかしの木 ☎048-942-7533
［春日部市谷原］　 かすかべ生協診療所 ☎048-752-6143

［春日部市浜川戸］　 ケアセンターひだまり ☎048-760-2630
［さいたま市浦和区北浦和］　 浦和民主診療所 ☎048-832-6172
［さいたま市浦和区北浦和］　 ケアステーションうらしん ☎048-833-7373

１県１生協、全国で最大規模
の医療生協が誕生し、25年
が経過しました。私は合併当
時、埼玉協同病院の医局事務
を担っており、合併後、大井
協同、秩父、西協同、浦和を

経験。院所内外のマネジメントのキーワードとし
て、「情勢把握、地域連携、地域でのポジション」
を一貫して重視してきました。私の仕事人生のセ
カンドキャリアは、本部で行政や他団体との連携
の総仕上げをしていきたいです。

本部地域包括ケア部 事務
清
し

水
みず

恵
けい

子
こ

64歳

今から 11年前、職員に誘わ
れ運営委員になりました。た
まり場で、餃子づくりを楽し
む仲間たちに共感し、活動し
ていくうちに山歩きの魅力に
はまり、75歳で富士登山を

経験しました。私の元気の源は、毎月の機関紙の
配布。医療生協の理念とともに、自分の成長はも
ちろん、一人ひとりの自発性と創意を活かしなが
ら活動しています。

行田中央支部（行田市）
堀
ほり

口
ぐち

充
みつ

子
こ

 81歳

つい最近入職したつもりでし
たが、いつの間にか私自身
25年間もお世話になってお
り、感謝の気持ちで一杯です。
25年前、各代表の方々が壇
上で手を取り合って合併を宣

言しているシーンを拝見した覚えがあります。当
時はピンときませんでしたが、医療生協さいたま
の誕生の瞬間であったのでしょう。これからもま
すます発展いたしますように微力ながら協力させ
ていただきます。

埼玉協同病院 医師
石
いし

津
づ

英
ひで

喜
き

50歳

おかげさまで
合併

年周

私が医療生協（民医連）を知っ
たのは、高校2年の頃。憧れ
のマドンナ・熊谷小児診療所
の看護師に会いに、診療所の
2階によく行きました。他に
も東京の医療生協の素晴らし

い先生や活動家とも出会い、親しくなりました。
しかし、医療生協のことは何も知らず、職場にい
た組合員からの増資に応じたくらいでしたが…。
今は医療生協さいたまの地域に根ざした活動をし
ています。この分だと、死ぬまで縁を切ることは
ないと思っています。

上福岡中央支部(ふじみ野市)
斉
さい

藤
とう

輝
てる

雄
お

74歳 

新人の頃は介護の基礎を学
び、最近は他事業所との連携
や法人外の病院・施設・職員
と関わる機会が増えました。
患者さんが秩父地域のどこで
も同じ排泄ケアを受けられる

ようにするため、地域連携の会議にも参加するよ
うになりました。患者さんが安心してケアを受け
られるよう、これからも患者さんにとって何が一
番よいのかを考えながら、働いていきたいと思い
ます。

秩父生協病院 介護福祉士
中
なか

西
にし

康
やす

博
ひろ

 31歳

埼玉協同病院で生まれた私
は、小学校４年生の頃に、生
協歯科の「夏休みこども保健
教室」に参加しました。そこ
で、一人の患者さんの医療に
多くの人が携わっていること

を知りました。また、歯を削ったり歯型をとった
り、普段できないことを体験でき、新鮮でした。
25年後、私は社会人となり、母親になっている
かもしれません。これからも安心してかかれる病
院であり続けてほしいです。

松芝支部（さいたま市）
鈴
すず

木
き

もも葉
は

14歳

私は 25年前に埼玉協同病院
で生まれ、現在は保健師とし
て、埼玉協同病院の外科病棟
で働いています。入職して3
年目となり、責任のある仕事
を任せてもらえることも多

く、充実した日々を送っています。これからも、
民医連の看護職という自覚と責任を持ち、人々の
健康と平和を守っていくための社会づくりに賛同
し、医療従事者として、その一端を担っていける
よう日々精進したいと思います。

埼玉協同病院 保健師
本
ほん

戸
ど

温
あつ

美
み

25歳

現在、埼玉西協同病院を退
院された方お二人を毎月訪
問しています。地域のなかで
気になる人に声をかけたこと
がきっかけですが、今ではバ
ザー品をいただける関係を築

けており、活動への喜びを感じています。今後、
見守りの方の訪問など増えてくるかもしれません
が、地域から頼りにされる医療生協の活動をこれ
からも続けていきたいと思っています。

吾妻支部（所沢市）
佐
さ

藤
とう

三
み

枝
え

子
こ

 68歳
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月
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月
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月
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組
合
員
数
20
万
人
突
破
!!　

出
資
金
56
億
６
，
４
０
０
万
円

お
お
み
や
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

浦
和
民
主
診
療
所
移
転
新
築
開
設

所
沢
診
療
所
移
転
新
築
開
設

生
協
歯
科
診
療
所
移
転
新
築
開
設

大
井
協
同
診
療
所
増
改
築

ふ
れ
あ
い
会
館
完
成

埼
玉
協
同
病
院
F
館
完
成
、
全
県
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
実
施

（
毎
年
実
施
）

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
被
災
地
で
の
医
療
支
援
、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
、
旧
騎
西
高
校
で
の
支
援

活
動

支
部
で
放
射
線
量
測
定
の
活
動
を
開
始

健
康
フ
ェ
ス
タ（
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
）開
催（
毎
年
開
催
）

生
協
妻
沼
介
護
セ
ン
タ
ー
と
熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
統
合

医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
20
周
年
、
法
人
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

コ
コ
ロ
ン
誕
生

川
口
市
で
く
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
開
始
（
現
在
12
自
治

体
で
活
動
中)

医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
20
周
年
大
感
謝
祭（
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）
を
開
催

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
制
に
移
行

い
わ
て
生
協
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」（
岩
手
県
大
槌
町
）
へ

参
加
（
毎
月
実
施
）

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

地
域
社
会
と
健
康
研
究
所
（
略
称
：

R
I
C
H
）
設
立

東
松
山
市
と
県
内
で
初
め
て
の
見
守
り
協
定
を
締
結
（
現

在
34
自
治
体
と
締
結
・
登
録
）

医
療
生
協
さ
い
た
ま
「
２
０
２
５
年
に
向
け
た
10
年
構
想
」
決
定

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
桂
の
樹
開
設

秩
父
生
協
病
院
附
属
棟
「
総
合
居
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

開
設

深
谷
生
協
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

組
合
員
数
22
万
５
，
４
８
５
人
、

出
資
金
61
億
９
，
０
２
２
万
円
（
２
０
１
７
年
度
期
首
）

医
療
生
協
さ
い
た
ま
が
埼
玉
県
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業

に
登
録
さ
れ
る

医
療
生
協
さ
い
た
ま
名
誉
理
事
長
・
肥
田
舜
太
郎
医
師
逝
去

介
護
複
合
施
設
「
く
ま
こ
こ
」
開
設
、
小
規
模
多
機
能
さ

ん
と
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
と
め
開
設
、
新
総
合
事

業
を
担
う
活
動
拠
点
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
新
田
」
開

所
（
草
加
支
部
）　

老
人
保
健
施
設
み
ぬ
ま
新
棟
開
設

コ
ー
プ
み
ら
い
と
協
同
で
越
谷
市
の
新
総
合
事
業
通
所

サ
ー
ビ
ス
B
を
開
始
（
越
谷
支
部
）

2018年1月1日（月）第310号（第三種郵便物認可）3



［さいたま市西区指扇］　 おおみや診療所 ☎048-624-0238
［さいたま市西区指扇］　 おおみやケアセンター ☎048-620-2236
［さいたま市緑区東浦和］　 生協歯科 ☎048-810-6100

［上尾市弁財］　 ケアセンターかもがわ ☎048-778-5030
［所沢市中富］　 埼玉西協同病院 ☎04-2942-0323
［所沢市中富］　 老人保健施設さんとめ ☎04-2942-3202

医療・福祉・
介護の
ご相談は

　

昨
年
は
、
皆
様
方
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
の
も
と
、
医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
25
周
年

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
で

最
も
大
き
な
医
療
生
協
に
育
て
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
活
動
で
は
、
健
康
ひ
ろ
ば
、
安
心

ル
ー
ム
、
く
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
、
見
守
り
協
定

の
締
結
・
登
録
な
ど
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
安
心
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま

し
た
。
昨
年
は
、
憲
法
カ
フ
ェ
や
認
知
症
学
習

会
の
開
催
、
新
総
合
事
業
の
立
ち
上
げ
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
施
設
な
ど
の
建
設
が

終
わ
り
、
新
規
事
業
が
い

く
つ
も
ス
タ
ー
ト
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
組

合
員
活
動
や
事
業
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
、
今

年
も
大
き
な
ご
支
援
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、
憲
法
改
悪
、

特
に
9
条
の
改
悪
を
許
さ
な
い
運
動
や
、医
療
・

介
護
を
守
る
運
動
な
ど
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
昨
年
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
国
連
で
の
採
択
や
I
C
A
N
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
な
ど
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
大
き
な
前
進

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
政
府
に
も
核
兵
器
禁
止

条
約
に
加
わ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
健
康
で
笑
顔
あ
る
一
年
と
な
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

２
０
１
８
年
１
月
1
日

医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組
合

理
事
長　

雪ゆ
き

田た

慎し
ん

二じ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

［日時］ 2018年1月23日（火）13：30～16：30
［会場］　ふれあい会館 第１会議室（埼玉協同病院隣）
［講演］ つながり、安心できる生活を取り戻すこと（仮題）
　　　　～独立型の社会福祉士として困窮者の支援活動を通して感じたことと、
　　　　医療生協さいたまへの期待～
　　　　講師：黒田和代氏（NPO法人サマリア代表）
［報告］　無料低額診療事業、地域連携、くらしサポーター活動、
　　　　困窮者の相談の実態、支部の見守り活動、たまり場づくり
　　　　などの取り組みについて
［問い合わせ・申込先］　いのちを守る活動実践交流集会実行委員会
                                         ／松本、山本、千島  ☎048-294-6111（代）
                       

11月28日（火）さいたま市役所において、
医療生協さいたまはさいたま市と「さいたま
市要支援世帯の早期把握のための対策事業の
協力に関する協定書」を締結しました。要支
援者の早期発見や、孤立死・孤独死の未然防
止などが目的です。懇談では、さいたま市か
ら医療生協の地域活動への期待が述べられま
した。
医療生協さいたまが見守りに関する協定締結
や登録を行った自治体数は34になりました。

老人保健施設みぬま（埼玉協同病院隣・川口市）
は、介護が必要な方の生活の自立と家庭復帰に向
け、専門スタッフによる介護、看護、リハビリな
どさまざまな支援を行っています。その人らしく
生活できるよう、ご本人やご家族の人権を守るこ
とを大切にしています。入所・通所サービスが必
要な方がお近くにおりましたら、ぜひ老健みぬま
をご紹介ください。
2017年8月に新棟がオープンし、受け入れられる
人数や施設スペースが増えました。見学会も随時
行っています。まずは、お気軽にお問い合わせく
ださい（☎ 048-294-9222）。

▲

ＳＰ（模擬患者）募集中

▲

いのちを守る活動実践交流集会

▲

さいたま市と地域の見守りに関する協定を締結

▲

老健みぬまをご紹介ください！！

どなたでも
参加
できます

［日時］ 2018年1月29日（月）18：30～20：00(予定、受付は18：00～）
［会場］　浦和パルコ10階  浦和コミュニティセンター  多目的ホール
　　　　（JR浦和駅東口徒歩1分）
［講演］　憲法25条を豊かに－社会保障レボリューション（仮題）
　　　　講師：井上英夫氏（金沢大学名誉教授）
［主催］　埼玉県社会保障推進協議会
［問い合わせ・申込先］　本部 まちづくり推進課 ☎048-296-5408

▲

2018新春社会保障学習決起集会

参加費
無料

■組合員の皆さまへのお願い　転居等により、住所が変わった場合は医療生協さいたま本部（048-
294-6111）までお知らせください。　●電話番号のかけまちがいにご注意ください●

投稿募集中！ 氏名（ふりがな）、住所、年齢、電話番号をご記入の上、下記へ

文章（150字以内）、イラスト、写真、俳句、短歌、川柳など、ジャンルは問いません。
※投稿いただいた文章は、内容を変えずに、表現を変更することがありますので、ご了承ください。
※本紙は医療生協さいたまホームページに掲載されます。
※いただいた原稿などは原則お返ししません。返却ご希望の方はお知らせください。

FAX：048-294-1601　メール：kumiaiin@mcp-saitama.or.jp
郵送：〒333-0831 川口市木曽呂1317　医療生協さいたま広報課
連絡先：048-296-5612
個人情報の取り扱いについて　投稿・応募で得られる個人情報は、氏名、住所（自治体名）と年齢
の掲載のほか、医療生協さいたまから各種ご案内をお送りするために使う場合があります。電話番
号は感想などについてお問い合わせの際に利用します。

掲載された方に“ココロンクリアファイル”をプレゼント！

絵手紙

秩父市　豊
とよ

田
だ

日
ひ

出
で

子
こ

（67）

27年前、入院中の夫の車いすを押
して屋上に行き、青い空を見上げ
て「きっといつか笑って話せる日が
来るよね」と言うと、気管切開で
声が出ないながらも満面の笑顔を
見せてくれたとき、私の心のなか
に、す～っと風が吹き抜けたよう
な気がしました。入退院を繰り返
し、４年後に夫は旅立ちましたが、
あのときの笑顔が今でも忘れられ
ません。   川口市　鈴

すず

木
き

トヨ子
こ

（80）

読む落語が毎月楽しみです。人生
は笑いが一番、どんなときでも笑
いで吹き飛ばせ！    
                      熊谷市　吉

よし

田
だ

  剛
たけし

（84）

学生のときから、お腹はどうして
鳴るのか？と考えていました。今
の会社はとても静かなので、お腹
が鳴ると恥ずかしい！　鳴らなく
する方法はあるのでしょうか。    
                    熊谷市　小

こ

沼
ぬま

明
あき

子
こ

（48）

夫が昨年の２月中旬に亡くなりま
した。さすがに四十九日の法要が
済むまでは落ち込んでいましたが、
納骨をしたらホッとし、スイミン
グセンターに再び通いはじめまし
た。一部の人にしか知らせていな
かったので、みんな普通に接して
くれて私に笑顔が戻りました。毎
日大笑いし、大いに救われました。      
                    草加市　八

や

木
ぎ

由
よし

子
こ

（71）

さいたま市保健福祉局・志村忠局長（写真中央左）
と齊藤民紀専務理事（写真中央右）

医療生協さいたまでは、患者に対する職員の対話力やサービスの向上をはかるた
め、そのトレーニングに、組合員の模擬患者（SP＝Simulated Patient）のご協
力を得て実習を行っています。実習では、日常的な診察場面を想定したシナリオ
を用意し、職員とSPがやりとりをします。SPの方自身も、医療現場の実情がわかり、
「賢い患者」になることができます。 
［実習場所］　埼玉協同病院Ｆ館２階麻酔科外来（川口市木曽呂1317）
［実習日］　毎月第２木曜日　13：30～（13：00から運営委員会開催）
［問い合わせ・申込先］　本部SPの会事務局／山内　☎048-296-4703

参加しませんか 募集中

ニュースファイル
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［所沢市中富］　 グループホームさんとめ ☎04-2941-6359
［所沢市中富］　 ケアセンターとみおか ☎04-2942-0360
［所沢市宮本町］　 所沢診療所 ☎04-2924-0121

［所沢市宮本町］　 介護付有料老人ホーム桂の樹 ☎04-2923-3695
［所沢市宮本町］　 ケアセンターとこしん ☎04-2924-1119
［飯能市双柳］　 ケアセンターはんのう ☎042-983-8622

医療・福祉・
介護の
ご相談は

「
ご
隠
居
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
あ
あ
、
八
っ
つ
ぁ
ん
か
い
。
お
め

で
と
う
」

「
新
年
早
々
、
ひ
と
つ
教
え
て
ほ
し

い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
」

「
な
ん
だ
い
？
」

「
う
ち
の
娘
が
百
人
一
首
を
や
っ
て

い
て
、『
ち
は
や
ふ
る
神か

み

代よ

も
き
か

ず
龍た

つ

田た

川が
わ

、
か
ら
く
れ
な
い
に
水
く

く
る
と
は
』
と
い
う
歌
の
意
味
を
教

え
て
ほ
し
い
…
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。

知
っ
て
ま
す
か
？
」

「
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
な
ら
簡
単
だ
。

昔
、
江
戸
に
龍
田
川
と
い
う
相
撲
取

り
が
い
た
。
そ
の
お
相
撲
さ
ん
、
大

関
に
ま
で
昇
進
し
た
の
で
、
お
祝
い

に
ご
贔ひ

い

屓き

の
お
客
さ
ん
が
吉
原
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
そ
こ
で
、

見
か
け
た
の
が
千ち

早は
や

太だ

夫ゆ
う

と
い
う
美

し
い
花お

い

魁ら
ん

だ
。
一
目
ぼ
れ
し
た
龍
田

川
が
『
ぜ
ひ
、
会
い
た
い
』
と
申
し

入
れ
た
ん
だ
け
ど
、千
早
太
夫
は『
い

や
で
あ
り
ん
す
』
と
断
っ
た
ん
だ
」

「
断
っ
た
ん
で
す
か
？
」

「
龍
田
川
は『
千
早
太
夫
が
だ
め
だ
っ

た
ら
、
妹
分
の
神
代
太
夫
で
も
い
い

か
ら
会
い
た
い
』
と
言
っ
た
ん
だ

が
、
神
代
太
夫
も
『
い
や
で
あ
り
ん

す
』
と
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た

ん
だ
」

「
二
人
と
も
ダ
メ
だ
っ
た
の
？
」

「
二
人
に
振
ら
れ
た
の
で
、
龍
田
川

は
が
っ
か
り
し
て
相
撲
取
り
を
廃
業

し
て
お
豆
腐
屋
さ
ん
に
な
っ
た
ん
だ

よ
」

「
大
関
が
お
豆
腐
屋
さ
ん
に
な
っ
た

ん
で
す
か
？
」

「
龍
田
川
の
お
と
っ
つ
ぁ
ん
は
田い

な
か舎

で
お
豆
腐
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
た
ん

だ
な
」

「
龍
田
川
は
お
豆
腐
屋
さ
ん
の
息
子

だ
っ
た
ん
だ
」

「
そ
う
だ
よ
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
、

龍
田
川
の
店
の
前
に
、
ひ
と
り
の
み

す
ぼ
ら
し
い
女
の
人
が
や
っ
て
来

て
『
三
日
三
晩
な
に
も
食
べ
て
い
ま

せ
ん
。
な
に
か
食
べ
さ
せ

て
く
だ
さ
い
』
と
言
う
の

で
、
心
優
し
い
龍
田
川
は
お

か
ら
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
。

で
、
そ
の
女
の
人
の
顔
を
見

る
と
、
三
年
前
に
龍
田
川
を

振
っ
た
千
早
太
夫
の
な
れ

の
果
て
だ
っ
た
ん
だ
」

「
へ
ー
え
」

「
い
く
ら
心
優
し
い
龍
田
川

で
も
、
大
関
を
や
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
千
早
太
夫
だ
か
ら
、
お
か
ら

は
あ
げ
な
か
っ
た
ん
だ
」

「
千
早
は
ど
う
し
ま
し
た
？
」

「
世
を
は
か
な
ん
で
、
店
先
に
あ
っ

た
井
戸
に
身
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
よ
」

「
ふ
ー
ん
。
そ
れ
か
ら
？
」

「
こ
れ
で
お
し
ま
い
だ
よ
。
千
早
太

夫
に
振
ら
れ
て
、
神
代
太
夫
も
言
う

こ
と
を
き
か
な
か
っ
た
か
ら
『
千
早

振
る
、
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
』
と

な
る
な
」

「
え
ー
っ
！

　
今
の
話
、
百
人
一
首

の
意
味
な
ん
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
よ
。
落
ち
ぶ
れ
た
千
早
太

夫
に
お
か
ら
を
や
ら
な
か
っ
た
か
ら

『
か
ら
く
れ
な
い
に
』
だ
。
そ
の
後
、

井
戸
に
身
を
投
げ
た
か
ら
『
水
く
ぐ

る
と
は
』
だ
よ
」

「
へ
ー
え
。
で
も
、
井
戸
に
落
ち
た

ら
『
水
く
ぐ
る
』
で
い
い
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
。
お
し
ま
い
の
『
と
は
』

は
な
ん
で
す
？
」

「『
と
は
』
と
い
う
の
は
、
千
早
太
夫

の
本
名
だ
」

医
療
生
協
の
活
動

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
、
各
家
庭
で
食
べ
切
れ
ず
に
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
っ
て
も

ら
う「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

小お

野の

民み

外ど

里り

本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　食べられるのに捨てられている食品を「食品ロス」と
いいます。日本では年間約621万トン（2015年農林水産
省「食品ロス統計調査・世帯調査」）にのぼり、そのう
ちの約半分が家庭から出たものです。国民一人あたりで
は、毎日、約茶碗１杯分のご飯を捨てている計算になる

ということです。
　その一方で、生活に困窮して毎日の食べ物にも困って
いる人たちがたくさんいます。フードドライブ活動には、
困窮家庭への支援と食品ロス削減という2つの役割があ
ります。

企業から寄せられた食品は、大量でも同じ種類のも
のが多くなりやすいので、施設などの支援には向い
ています。一方、各家庭からはバラエティに富んだ
食品が持ち寄られるので、一般家庭の支援に向いて
います。そのため、個人の参加が期待されます。

　
医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
25
年
周
年
を

機
に
各
事
業
所
で
実
施
し
た
健
康
ま
つ
り

で
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、

多
く
の
人
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
埼
玉
協
同
病
院
で
は
、

10
・
11
月
を
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
月
間
と
し
、
食

品
の
持
ち
寄
り
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
今
回
は
、

法
的
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
外
国
の
家
族
が

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用

し
、
医
療
生
協
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
仲
介
し
ま
し
た
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
か
ら
提
供
さ
れ
た
台
車
一
杯
分

の
お
米
や
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
見
て
「
一

つ
の
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
食
品
が
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
に
力
を
入
れ
な
く
て
は
」
と
思
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　
医
療
生
協
で
は
各
事
業
所
に
「
何
で
も

相
談
窓
口
」
を
開
設

す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、

そ
の
一
環
と
し
て
食

料
も
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
困
窮
者

へ
の
対
応
の
幅
を
広

げ
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

支援を
必要としている
人のもとへ

NPO法人
フードバンク

埼玉

フードドライブ活動で家庭や企業から持ち寄られた食品は、フードバンクが預かり、そこから支援
を必要としている個人や施設へ届けられます。埼玉県内には２つのフードバンクがあり、医療生協
さいたまは、県内に４つの拠点を持つNPO法人フードバンク埼玉に登録しています。

NPO法人フードバンク埼玉は、県内
で子ども食堂を実施している人たち
と懇談会を持ち、支援をしています。

集まった食品はどこへ？

企業

子ども
食堂

組合員

未開封で賞味期限が明記され、その期間が３カ月
以上あるもの。常温で保存できるもの。

 穀類（米、乾麺類、小麦粉）
 保存食品（缶詰、ビン詰めなど）
 インスタント食品やレトルト食品
 飲料(ジュース、コーヒー、お茶など)
 ギフトパック（お歳暮、お中元など）
 調味料（しょうゆ、食用油、みそなど）
 乾物（ふりかけ、お茶漬け、海苔など）
 お菓子

どんな食品が対象になるの？

個人より企業からのほうが
たくさん集まるのでは？

※食品は、各事業所で受付でき
るように準備中。

医療生協さいたま

見 聞
今月の

落語作家　小
お

佐
さ

田
だ

定
さだ

雄
お

ちはやふる
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脳
は
硬こ
う

膜ま
く

、
く
も
膜
、
軟な
ん

膜ま
く

と

い
う
３
つ
の
層
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

く
も
膜
の
下
と
軟
膜
の
間
に
脳の
う

脊せ
き

髄ず
い

液え
き

が
流
れ
、
そ
こ
に
太
い
血
管
が

走
っ
て
い
ま
す
。
く
も
膜
の
下
の
血

管
に
動ど
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

が
で
き
て
破

裂
し
て
出
血

す
る
こ
と
か

ら
、
く
も
膜

下
出
血
と
い

う
名
称
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
８
割
は
脳
動
脈
瘤
と
い
う
脳
の

動
脈
が
瘤こ
ぶ

状
に
膨
れ
た
も
の
の
破
裂

に
よ
る
出
血
で
す
。
何
ら
か
の
原
因

で
動
脈
壁
が
薄
く
な
り
、
加
齢
や
動

脈
硬
化
、
高
血
圧
な
ど
が
加
わ
る
と

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
頭
の
け

が
に
よ
っ
て
出
血
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。特

徴
的
な
症
状
は
、
瞬
間
ピ
ー

ク
型
と
い
う
、
い
き
な
り
ド
ー
ン
と

バ
ッ
ト
で
殴な
ぐ

ら
れ
た
よ
う
な
、
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
頭
痛

で
す
。

　

出
血
の
程
度
に
よ
り
ま
す
が
、
頭

痛
と
一
緒
に
激
し
い
お
う
吐
を
と
も

な
っ
た
り
、
気
を
失
っ
て
倒
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
体
の
麻ま

痺ひ

や
言
語

障
害
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

高
血
圧
、
喫
煙
、
大
量
に
飲
酒

す
る
人
、
腎
臓
に
の
う
胞
腎
を
持
っ

て
い
る
人
が
か
か
り
や
す
い
で
す
。

　

遺
伝
的
に
血
管
の
弱
い
人
も
い
ま

す
。
二
親
等
以
内
に
く
も
膜
下
出
血

の
人
が
い
る
場
合
は
、
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

く
も
膜
下
出
血
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
検
査
を
し
ま

す
。
出
血
が
少
な
か
っ
た
り
、
発
症

し
て
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
場
合

は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
し
ま
す
。

く
も
膜
下
出
血
は
72
時
間
以
内

に
再
出
血
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、

再
出
血
防
止
の
手
術
が
最
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
手
術
は
頭
を
開
い
て
動

脈
瘤
の
付
け
根
を
ク
リ
ッ
プ
で
止
め

て
閉
じ
る
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
と
、
足

の
付
け
根
か
ら
動
脈
瘤
ま
で
カ
テ
ー

テ
ル
を
入
れ
て
コ
イ
ル
を
詰
め
込
む

コ
イ
ル
塞そ
く

栓せ
ん

術じ
ゅ
つ

が
あ
り
ま
す
。
動
脈

瘤
の
大
き
さ
や
形
、
で
き
た
場
所
、

年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
法
を
選
択

し
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
検
査
で
は
、
５
㎜
く

ら
い
の
小
さ
な
未み

破は

裂れ
つ

動ど
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

が
見

つ
か
る
こ
と
は
多
い
で
す
。
小
さ
な

も
の
は
す
ぐ
に
手
術
す
る
の
で
は
な

く
、
３
カ
月
ほ
ど
経
過
観
察
を
し
て

大
き
く
な
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し

ま
す
。
大
き
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

半
年
、
１
年
と
経
過
観
察
を
続
け
ま

す
。

　

追
跡
調
査
で
は
、
１
年
間
で
破
裂

す
る
の
は
１
０
０
人
中
１
人
と
い
う

結
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
動
脈
瘤

が
あ
る
こ
と
で
不
安
に
な
り
、
バ
ラ

ン
ス
を
崩
す
人
も
い
る
た
め
、
総
合

的
に
判
断
し
て
手
術
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
血
圧
を
測
り
管
理
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
万
が
一
の
と

き
に
普
段
と
の
違
い
が
わ
か
り
、
医

師
が
適
切
な
処
置
を
す
る
た
め
の
情

報
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
煙
を
心
が
け
、
お
酒
の

飲
み
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
温
度
差
が
あ
る
ト
イ
レ
や

浴
室
、
ま
た
急
に
熱
い
風
呂
に
入
っ

た
り
、
サ
ウ
ナ
な
ど
で
は
血
圧
が
上

が
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

［朝霞市浜崎］　 あさか虹の歯科 ☎048-476-8241
［ふじみ野市ふじみ野］　 大井協同診療所 ☎049-267-1101
［ふじみ野市上福岡］　 ふじみ野ケアセンター ☎049-267-1104

［川越市砂新田］　 生協ケアセンターたかしな ☎049-291-6001
［秩父市阿保町］　 秩父生協病院 ☎0494-23-1300
［秩父市阿保町］　 生協ちちぶケアステーション ☎0494-22-9902

医療・福祉・
介護の
ご相談は

　

毎
月
読
ん
で
い
る
『
け
ん

こ
う
と
平
和
』
で
「
く
ら
し

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
知

り
ま
し
た
。
81
歳
の
私
は
肺

の
病
気
が
あ
り
、
ほ
こ
り
を

吸
っ
て
し
ま
う

と
具
合
が
悪
く

な
る
た
め
、
庭

の
掃
除
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

春
日
部
市
で
は
、
ま
だ
く

ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近

く
の
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
の

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
庭
を
き

れ
い
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、
心

も
体
も
元
気
な
方
で
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
近
所

の
友
人
に
も
こ
の
「
く
ら

し
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
こ

と
を
教
え
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
春

日
部
市
で
の
開
始
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
私

の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
方
々

の
助
け
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

病気でできない、
庭の掃除をお願いしました

◎
皆
さ
ん
の
介
護
体
験
記
（
約
５
２
０
字
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
投
稿
に
よ
り
得
ら
れ
る
個
人

情
報
は
住
所
（
自
治
体
名
）、
年
齢
の
掲
載
の

ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
使
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
か
ら
ひ
と
言

　

お
母
様
と
離
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
で
す
ね
。
施
設
入
所

を
ご
家
族
が
決
め
る
と
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
気
持
ち
の
葛
藤
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
ご
家
族

だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
よ
り
よ

い
関
係
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
一
緒

に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、
家
族
の

絆
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
ら
し
ん　

　

所
長　

佐さ

藤と
う

史ふ
み

子こ

　

母
は
82
歳
ま
で
50
年
以
上
お
店
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。
母
が
80
歳
の
と
き
に

15
年
間
介
護
を
し
て
き
た
父
が
亡
く
な

り
、
母
に
少
し
ず
つ
認
知
症
の
症
状
が

出
て
き
ま
し
た
。
お
店
で
計
算
機
を

使
っ
て
も
計
算
が
合
わ
な
い
、
お
金
が

合
わ
な
い
な
ど
が
あ
り
、
早
い
段
階
で

気
が
つ
き
専
門
医
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
、
き
わ
め
て
初
期
の
認
知
症
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
母
は
自
分
で

お
店
を
辞
め
、
車
の
免
許
を
返
納
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
足

腰
が
弱
っ
て
、
家
の
中
で
過
ご
す
生
活

に
な
り
、
認
知
症
は
急
激
に
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
83
歳
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
ひ
と
り
っ
子
の
私

も
介
護
の
仕
事
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、

在
宅
介
護
が
あ
た
り
ま
え
と
自
分
で
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
母
の
認
知
症
が

進
み
、私
の
出
産
・
子
育
て
が
同
時
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
精
神
的
に
参
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
母
や
子
ど
も
に
や
さ
し

く
で
き
な
く
な
る
自
分
が
と
て
も
イ
ヤ

に
な
り
、
家
族
や
友
だ
ち
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
、
半
年
ほ
ど
悩
み
ま

し
た
が
入
所
を
決
め
ま
し
た
。

　

家
に
母
が
い
な
く
な
っ
て
と
て
も
寂

し
い
で
す
が
、
毎
週
会
い
に
行
っ
て
い

ま
す
。
離
れ
て
い
る
お
か
げ
で
穏
や
か

な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
父
の
介
護
を
通
し

て
家
族
の
気
持
ち
が
少
し
は
わ
か
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
母
の
認
知
症
を

経
験
し
て
、
家
族
と
し
て
、
ま
た
介
護

職
と
し
て
、
以
前
と
は
考
え
方
や
気
持

ち
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
（
本
庄
市　

S
・
H 

44
歳
）

離
れ
た
か
ら
こ
そ
、
や
さ
し
い
気
持
ち
で

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

くらサポ（くらしサポーター制度）は、組合員どうしがくらしの困
りごとを助け合う有償のボランティア制度です。
興味のある方、利用したい方は、くらしサポーター事務局
☎ 048-296-8692までお電話ください。
※年末年始12月29日(金)～1月3日(水)は、電話の受付・
援助はお休みさせていただきます。ご了承ください。

A

AAA

Ｑ
─
ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か

Ｑ
─
か
か
り
や
す
い
人
は

い
ま
す
か

Ｑ
─
ど
の
よ
う
な
検
査
を

す
る
の
で
す
か

Ｑ
─
ど
の
よ
う
な
治
療
を

す
る
の
で
す
か

A Ｑ
─
脳
ド
ッ
ク
検
査
に

つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

A Ｑ
─
日
常
生
活
で
気
を
つ
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

A Ｑ
─
ど
の
よ
う
な
症
状
が

出
る
の
で
す
か

頭蓋骨
硬膜
くも膜
軟膜

くらサポさんを
依頼した人
春日部市
M.Tさん

よ
り
そ
う
介
護
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く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

［監修］
埼玉協同病院
脳神経外科部長

石
いし

丸
まる

純
すみ

夫
お



かかと上げ運動足首を動かす運動

　
し
そ
は
漢
字
で
紫
蘇
と
書
き
、

本
来
は
赤
じ
そ
の
こ
と
を
さ
し

ま
す
。
青
じ
そ
は
そ
の
変
種
で

大
葉
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
平
安
時
代
以
前
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
青
じ
そ
は
緑
黄
色
野
菜
の
な

か
で
も
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
を
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
も
豊
富

で
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で
す
。

青
じ
そ
の
香
り
成
分
で
あ
る
ペ

リ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
は
、
制
菌
・

防
腐
作
用
が
あ
り
、
食
中
毒
を

予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

昔
か
ら
刺
身
に
添
え
た
り
、
薬

味
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

刻
ん
で
お
湯
を
注
い
で
飲
む
と

発
熱
や
風
邪
、
下
痢
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
買
う
と
き
は
、
緑
が
濃
く
て

萎し
お

れ
て
い
な
い
も
の
、
黒
い
斑は
ん

点て
ん

が
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
保
存
は
、
湿
ら
せ
た
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
ふ
わ
っ
と
包

ん
で
ラ
ッ
プ
に
く
る
む
か
、
密

閉
保
存
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫

で
保
存
し
ま
す
。

豚肉ローススライスを青じそドレッシングに漬けてよくもみ、５
分おく
だいこんとにんじんは8cmの長さに切り、0.5ｃｍ×0.5ｃｍの
拍子切りにし、だいこんは3本、にんじん6本を用意する。水を
張った耐熱容器に入れ、ふんわりとラップをかけて電子レンジ
（600W）で2分間加熱する
ほうれん草はよく洗い、電子レンジ（600W）で２分間加熱し、
８cmの長さに切り、３つに分ける
①を広げ、だいこん1本、にんじん1本を置く。だいこんの上に
にんじん、にんじんの上にほうれん草を置いて市松模様にし、野
菜を芯にして肉を巻く
巻き終えた場所を下にして耐熱皿に置き、間をあけて並べ、ラッ
プをふんわりかけて電子レンジ（600W）で3分加熱する。加熱
が足りない場合はさらに加熱する
⑤を小口切りや斜めに切り、見栄えよく盛り付ける

減塩ポイント
青じそドレッシングを使用したことでさわやかな味が肉によくし
み込み、野菜に味をつけなくてもおいしくいただけます。

作り方

材料（1人分）

［熊谷市上之］　 熊谷生協病院 ☎048-524-3841
［熊谷市上之］　 熊谷生協ケアセンター ☎048-524-0030
［深谷市東方町］　 深谷生協訪問看護ステーション ☎048-501-8170

医療・福祉・
介護の
ご相談は

［行田市本丸］　 行田協立診療所 ☎048-556-4581
［行田市本丸］　 ケアセンターさきたま ☎048-556-4612
［児玉郡上里町七本木］　 生協介護センターこだま ☎0495-35-3271

豚肉ローススライス ...20ｇ×3枚
だいこん .................................30ｇ
にんじん .................................60ｇ

ほうれん草 .............................30ｇ
青じそドレッシング
　 ........................大さじ１と１/２

※きつい場合は、回数を減らしてもOKです。ゆっくり息を吸って吐く自然呼吸で行いましょう。痛みがある場合は、実施しないでください。

足の指を動かす運動

いすに座って足の指を両足同時に「グー、チョキ、
パー」の順で動かします。
目でしっかり指が動いていることを確認しましょ
う。「グー」「チョキ」「パー」を１セットに10セッ
トくらい行います。

背筋を伸ばしていすに深く腰
かけ、両足の裏を床に付け
ます。その姿勢からつま先を
しっかり上げ、5秒間止めます。
5秒間たったらゆっくり両足
を床に下ろします。
「上げる」「下げる」を１セッ
トとして、10セットくらい行
います。

背筋を伸ばしていすに浅
く腰かけます。つま先を
床につけたまま、かかと
を上げ、5秒間止めます。
5秒間たったらゆっくり
両足を床に下ろします。
「上げる」「下げる」を１
セットとして、10セット
くらい行います。

※「チョキ」が難しい人は「グー、パー」のみでもOKです。

できるだけかかと
を高く上げます

かかとが床から
離れないように

グー

パー

チョキ

八
や

幡
わた

巻き 市松づくり 調理時間

約30分 
カロリー

約165kcal
塩分

約1.2g

企画／食養部会　担当／老人保健施設みぬま・管理栄養士 松永順子
調理／もりたとしこ

すこしお
レシピ

おいしい！

簡単エクササイズ 足のむくみを改善するエクササイズ
監修：秩父生協病院リハビリテーション室  理学療法士 大

おお

田
た

和
かず

成
なり
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答えは「ジヨヤノカネ」でした。

12月号の答え

タ コ 　 オ ウ ヨ ウ

ネ ン カ ン 　 ロ ス

マ 　 ジ チ カ イ

キ モ ノ 　 カ 　 オ

　 ネ 　 カ サ ネ ギ

カ 　 ト ン マ 　 ヤ

モ ノ サ シ 　 ド ア

　

私
が
国
民
学
校
一
年
生
の
頃
の
世

相
は
「
一
億
国
民
総
武
装
」
と
い
う

言
葉
ど
お
り
、
戦
争
一
色
で
し
た
。

父
が
赤
紙
１
枚
の
令
状
で
南
方
へ
出
し
ゅ
っ

征せ
い

し
た
の
は
１
９
４
４
年
８
月
で
、

翌
年
３
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ

ン
島
で
戦
死
し
た
と
の
公
報
が
あ
り
、

白
木
の
箱
に
入
っ
て
い
た
の
は
紙
切

れ
１
枚
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
防
空
演
習
が
毎
日
行
わ

れ
、
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
防
空
頭
巾

を
か
ぶ
っ
て
、
校
庭
に
掘
ら
れ
た
防

空
壕ご
う

に
一
斉
に
か
け
込
み
、
両
耳
を

親
指
で
ふ
さ
ぎ
、
う
つ
伏
せ
に
な
る

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農

家
の
働
き
手
が
戦
地
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
集
団
で
勤
労
奉
仕
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
私
た
ち
一
年
生

は
麦
踏
み
、
落
ち
穂
拾
い
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

本
土
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
私
の

ふ
る
里
・
鹿
児
島
県
川せ
ん

内だ
い

（
現
・
薩

摩
川
内
市
）
に
も
昼
間
か
ら
B
29

が
グ
ン
グ
ン
グ
ー
ン
と
い
う
不
気
味

な
響
き
を
さ
せ
て
飛
ん
で
き
て
、
空

襲
警
報
も
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
鳴
り
ま
し
た
。
７

月
31
日
、
川
内
の
街
も
爆
撃
を
受
け
、

市
内
は
二
昼
夜
に
わ
た
っ
て
燃
え
続

け
て
丸
焼
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

夜
、
私
は
母
方
の
祖
父
と
山
の
ほ
う

に
あ
る
防
空
壕
で
不
安
な
一
夜
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
祖
父
の

大
き
な
手
の
ぬ
く
も
り
と
力
強
さ
は

今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

翌
日
、
市
内
か
ら
逃
れ
て
き
た
人

た
ち
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
防
空
壕

の
片
隅
で
、
焼し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

で
全
身
火
傷
を

負
っ
た
幼お
さ
な

な
じ
み
の
直
ち
ゃ
ん
が
む

し
ろ
の
上
に
寝
か
さ
れ
て
、
一
緒
に

逃
げ
て
き
た
女
先
生
が
う
ち
わ
で
扇

い
で
い
た
光
景
は
今
で
も
目
に
浮
か

び
ま
す
。

　

終
戦
に
な
り
、
子
ど
も
心
に
も

「
爆
弾
が
落
ち
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
安あ
ん

堵ど

感
と
同
時
に
、
進
駐
軍
の
怖

さ
と
「
父
ち
ゃ
ん
の
カ
タ
キ
」
と
い

う
気
持
ち
が
わ
き
ま
し
た
。
私
は
中

学
生
の
頃
ま
で
そ
ん
な
気
持
ち
を
強

く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
母
子
の
生
き

る
た
め
の
戦
い
は
こ
れ
か

ら
が
始
ま
り
で
し
た
。
母

は
、
配
給
の
大
豆
か
す
、

コ
ー
リ
ャ
ン
、
フ
ス
マ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
な
ど
を
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
食
べ
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
争
体
験
を
知
ら
な

い
人
た
ち
が
、
医
療
生
協
の
活
動
を

し
て
い
る
仲
間
た
ち
に
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
、
お
年
寄

り
か
ら
「
西
南
戦
争
に
参
加
し
た
」

と
い
う
話
を
、
遠
い
昔
の
出
来
事
と

し
て
聞
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
今

の
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
第
二
次

世
界
大
戦
も
、
遠
い
昔
の
話
に
聞
こ

え
る
か
と
思
う
と
、
私
は
戦
争
の
怖

さ
や
む
な
し
さ
、
憎
し
み
を
体
験
し

た
最
後
の
年
齢
な
の
だ
と
思
い
、
８

歳
の
頃
の
体
験
を
記
し
て
み
ま
し
た
。

答え
A B C D E F

■クロスワードパズル11月号の正解者は、200人（応募者は204人）でした。■当選者は次の皆さんです（敬称略）。川口市／
梅宮由広、小林正男、森由紀子、熊谷市／田畑謙吉、福島幸子、さいたま市／石原季雄、大平弘子、永田とし子、松村由美、
水津佳紀、三田部明美、所沢市／岡本茂、小澤純子、戸田市／長畑郁子、秩父市／彦久保朝光、新座市／柴木美和子、八潮
市／上村恭子、蕨市／鈴木悠人、小鹿野町／出浦笑子、上里町／大塚眞智子

新年号の取材で明治坂戸工場に行ってきました。丁寧な
説明を聞きながら、カカオの実の大きさに驚き、栄養に
興味を持ちました。カカオはポリフェノールが多く、健
康食として注目されているとのことなので、私はワイン
ではなくチョコレートを食べることにしました。（倉）

タ
テ
の
カ
ギ

①
朝
に
な
る
と
東
の
空
か
ら
の
ぼ
る

②
村
と
市
の
中
間

③
量
や
数
値
を
表
す
た
め
の
基
準
と
な
る
一
定
量
の
こ
と

④
水
か
ら
顔
を
上
げ
て
素
早
く
空
気
を
吸
う

⑤
ワ
ン
と
ス
リ
ー
の
間

⑦
バ
タ
フ
ラ
イ
は
ド
ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
、
ク
ロ
ー
ル
は
？

⑩
生
、
焼
く
、
煮
る
、
蒸
す
、
揚
げ
る
が
基
本
的
な
方
法

⑫
駅
や
改
札
で
出
札
・
案
内
な
ど
を
す
る
人

⑭
グ
ル
ー
プ
、
集
団
の
代
表
、
先
導
、
統
率
す
る
存
在

⑯
重
箱
読
み
の
反
対
は
、
○
○
○
読
み

⑰
春
の
半
年
後
は
？

⑲
い
ろ
ど
り
・
服
装
・
行
動
な
ど
が
は
な
や
か
で
人
目
を
ひ

く
こ
と

 ヨコのカギ
①鉄砲からズドンと飛び出
した
③二者○○○○のクイズ
⑥○○○○星みぃつけた
⑧カギを英語で
⑨与党に○○○○候補を立
ててたたかおう
⑪着るもの。スキー○○○、
テニス○○○
⑬石原裕次郎の歌で感謝さ
れた気象現象
⑮意表をついた攻撃
⑰紺色よりも少し緑がかっ
た濃い青
⑱寒さや恐怖、興奮などの
刺激によって立つもの
⑳週の第6日。木曜の次の
日
㉑昼間、日中。○○ゲーム

応募方法　●はがき、FAX、メールで受け付けています。●答え、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書いてお送りください。●本紙をお読みになった感想や日ごろ感じていることを
書き添えてください（投稿欄に掲載する場合があります）。
●応募先：郵送／〒333-0831　川口市木曽呂1317 医療生協さいたま広報課
FAX／048-294-1601　メール／kumiaiin@mcp-saitama.or.jp ●締切日：1月末日消印有効

※パズルの応募により得られる個人情報は、当選者の氏名、年齢と住所（自治体名）の掲載のほか、　医療
生協さいたまから各種ご案内をお送りするために使う場合があります。年齢は読者層の年代把握のため、
電話番号は感想などについてお問い合わせの際に利用します。

さいたま市　古川正樹

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを
完成させてください。A～ Fの文字を
順番に並べて、できた言葉が答えです。

正解者の中から
抽選で20人に
̶̶̶

図書カード
（500円分）を
プレゼント！

7×7のマス目で考えて編集部にお送りください。誰でも解きやすい問題をお願いします。難しい場合は、編集部で変える
ことがあります。採用された方には、図書カードをお送りいたします。 クロスワードパズルの問題募集中！

組織の現況（11月末現在）
組合員数　22万9,178人 
11月の加入者数　1,141人 
班数　1,641班 
出資金総額　63億506万円 
1人当たり平均出資金額　2万7,511円 
「けんこうと平和」配布者数　1万405人 
「けんこうと平和」配布部数　11万6,166部 

声の新聞制作委員会は視覚障がいのある組合員さんに、毎月『けんこうと平和』
の録音テープ（無料）を届けています。ぜひ、お気軽にお申し込みください。
［連絡先］医療生協さいたま広報課　☎048-296-5612

声の新聞をご活用ください

体験談や
聞き書きの
投稿を
お待ちして
います

戦
地
、
疎
開
先
な
ど
で
の
体
験
や
、
戦

争
で
家
族
の
暮
ら
し
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
戦
争
に
ま
つ
わ

る
ご
本
人
の
体
験
、
あ
る
い
は
身
近
な

方
か
ら
の
聞
き
書
き
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
文
字
数
は
約
8
0
0
字
で

す
。
投
稿
に
よ
り
得
ら
れ
る
個
人
情
報

は
、
氏
名
、
住
所
（
自
治
体
名
）
、
年

齢
の
掲
載
の
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

に
使
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
原
稿
は
原

則
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
返
却
ご
希
望
の

方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先

〒
3
3
3
ー
0
8
3
1

川
口
市
木
曽
呂
1
3
1
7

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
広
報
課

母方の祖父と藤田さん（５歳の頃）

お申し込み・お問い合わせは配置薬センターへ
TEL：048-297-9841
FAX：048-296-5041

●供給品はどなたでも買えます。
●薬は薬事委員会で検討承認されたものを採用しています。

風邪の季節の必需品！

▲体から失われた
　水分や塩分を
　吸収・補給

▲発熱・鼻水・
　せきなど
　風邪から起こる
　いろいろな症状に
   （対象年齢３～14歳）

こどもかぜカイセイ(6包入)
本体価格800円（税込864円）
※使ってからの後払いとなります。

500㎖ 本体価格194円（税込210円）
280㎖ 本体価格139円（税込150円）
ゼリー200g 本体価格194円（税込210円）
※その場での精算となります。

経口補水液OS-1

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、

進
駐
軍
は
父
ち
ゃ
ん
の
カ
タ
キ

頭の柔軟体操

078

今月のオススメ

ふ
じ
み
野
市 

藤ふ
じ

田た

悦え
つ

子こ

さ
ん（
80
）
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